
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 14,400 33,680 30,546 59,680

事業費

の内訳

令和3年度決算

工事請負費１５，８１３千円、
工事関連委託料１，０５３千円

令和4年度予算

工事請負費４０，４１６千円、
工事関連委託料５，５８４千円

人工 1.9 1.9 1.9 1.9

人件費 13,680 13,680 13,680 13,680

事業費 720 20,000 16,866 46,000

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

なし

他都市の状況

まちづくりセンター及び地区会館は、本市の独自施設であり、直接比較できる取組みはない。

実施結果

建築設計１件（西野）、建築工事１件（東白石）を実施

事業実施における
工夫点

保全延命の他、より利用しやすい施設となるよう、現状の利用実態や地域の意見等を踏まえた改修内容を実施設
計に反映させた。

対象者 市民及び市職員 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

地域の要望を踏まえて地区会館を整備することで、市民が主体となったまちづくり活動を推進する。

長期

少子高齢化が進む中、高齢者等の憩いの場を確保するとともに、まちづくり活動への参加を一層促す。

取組内容

まちづくりセンター・地区会館について、保全延命化により既存施設の機能を維持するとともに、地域活動の更な
る活発化を目指し、人が集いやすい施設とすることを目的とした改修を実施する。
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施策名
地域活動を活発化する環境づくり
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事業名 まちづくりセンター・地区会館保全リニューアル費

評価担当課
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事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 36789



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
単純な保全延命の他、より利用しやすい施設となるよう、現状の利用実態や地域の意見等を踏まえた改修を
行うことができた。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

２０２２年度は工事１件（西野）及び設計２件（苗穂、北光）を行う。

予算
引き続き、現在の規模及び手法により保全延命等のための改修を行
う。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

まちづくりセンター・地区会館は市有施設であり、他に担い手がいないことから、地域要望等を踏
まえ、市が直接、工事を発注する事業手法が適当である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

保全延命のための改修と併せて、より利用しやすくなるための改修を実施することにより、市民が
主体となったまちづくり活動の活性化につながる。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

単純な保全延命の他、より利用しやすい施設となるよう、現状の利用実態や地域の意見等を踏ま
えた改修を行った。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

地域のまちづくり活動の拠点であるまちづくりセンター・地区会館について、小学校への複合化又
は改築までの間、建築年度等を踏まえ１年度１～２館ずつ保全延命のための改修を行うことは事
業規模として適当である。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

1

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 保全リニューアル事業の実施施設数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

0 1 1


